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藤沢記者クラブ各位 

 

位置情報と連携した観光音声ガイド・情報サービス 
「GURURI（ぐるり）」の実証実験を開始します！ 

 

NHK 大河ドラマ「鎌倉殿の 13 人」の放送が令和４年 1 月に開始され、いよいよ舞台も

鎌倉に移ってきました。このような中、藤沢市は「ぐるり※（代表：横浜国立大学生 中野

賢伸 氏）」と協働して、GPS による音声ガイド等を実装したスマートフォンアプリを活用

し、「鎌倉殿と御家人たち」ゆかりの地の PR を行います。 

このことにより、「ニューノーマルな観光」を提唱する藤沢市において、「スマートツーリ

ズム」を推進するとともに、歴史の訴求を図りながら、市内の回遊性を促進し、観光の活性

化を図ります。 

※団体名は平仮名表記で「ぐるり」、スマートフォンアプリ名はローマ字表記で

「GURURI」 

 

１ 期間 

  ２０２２年（令和４年）３月８日（火）～２０２２年（令和４年）１２月３１日（土） 

２ 事業概要 

  裏面のとおり 

３ 本事業に関する基本合意書 

  ２０２２年（令和４年）２月７日（月）に締結 

  ・藤沢市（本事業に関する助言及び情報提供、広報の協力） 

 ・ぐるり（本事業に関するサービスの提供、数値効果等の検証） 

４ 対象施設  

  藤沢市内の「鎌倉殿と御家人たち」ゆかりの地及びその周辺の観光施設 

① 江の島    ②江の島岩屋    ③大庭城跡   ④伝義経首洗い井戸    

ほか、順次追加予定 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上                                         

「ぐるり」とは・・・ 

 横浜国立大学に在学する中野賢伸氏が立ち上げた、位置情報と連携した観光音声ガ 

イド・情報サービスを提供するスマートフォンアプリ「GURURI」の運用を開始。 

今後、法人化を予定している。 

 【問い合わせ先】 

  代表者：中野賢伸 

   URL: https://gururi-lp.com/ 

     TEL:090－2864－0829 

e-mail：kenshinbsk@gmail.com 

 

mailto:kenshinbsk@gmail.com


観光音声ガイド・情報サービス「GURURI（ぐるり）」について 

■サービス概要 

１ 二次元コードを読み込むだけで、音声ガイドが無料で聞けます。 

 →現在地とスポットの位置情報が連動しているため、観光しながらガイダンスを楽しめま

す。 

 

 

「GURURI」二次元コード 

 

２ ユーザーのコメントやスポット情報を見られます。 

 →アクセスや問い合わせ先などの基本情報を掲載しているため、周辺のスポットをリサー

チできます。 

 

３ 古地図風マップに切り替えられます。 

 →まるでタイムスリップしたかのような気分で観光を楽しめます。 

 

４ アプリ内でアカウントを作成できます。 

→観光施設に関するコメントや評価ができるようになります。 

このことにより、ユーザー内でおすすめの見どころ等の 

シェアができます。 

→マイページ内で、旅の記録をすることも可能です。 

 

■利用（ダウンロード）方法 

 ① 上記の二次元コードからアクセス 

 ② 藤沢観光公式ＨＰの「鎌倉殿と御家人 13 人衆ゆかりの地めぐり」特設サイト 

（https://www.fujisawa-kanko.jp/feature/20220225_kamakuradono.html） 

   からアクセス 

■「GURURI」開発の背景 

 近年、オーバーツーリズムという観光客の一極集中が課題となっています。 

 また、観光客にとっては、観光アプリなどが各地で混在しているという現状があります。 

これによって、各地でアプリをダウンロード、QR コードを読み込む必要が手間となり、イ

ンストールのハードルとなっています。 

「GURURI」は 1 つのアプリ内に集約することで、一度インストールすればどこでも使

うことができるため、これまで知られなかった観光スポットに足を運んでもらうことで観光

客の分散に努め、オーバーツーリズムの解消、またそのような観光スポットが存在する地域

の活性化に貢献します。 

さらに、今後は観光スポットの情報に加え、周辺の特産品などを扱うお店の情報なども掲

載していくことで、地域全体を巻き込んだ活性化につなげます。      以 上 

別 紙 

https://www.fujisawa-kanko.jp/feature/20220225_kamakuradono.html

